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東日本大震災 被災地    看護師 医療支援活動報告
安川揚子､ 中井夏子､ 田野英里香
札幌医科大学保健医療学部看護学科
＜連絡先＞ 安川揚子：〒         札幌市中央区南 条西  丁目 札幌医科大学保健医療学部看護学科
札幌医科大学 ､ 東日本大震災 発生   ､ 北海道   派遣要請 受  岩手県宮古市 医療救護
班 派遣  ｡ 本稿  ､ 医療救護班 活動概要 避難所    活動 実際    報告 ､ 被災地    看護師 医療支援    振 返 ｡     ：東日本大震災､ 医療支援､ 看護師                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          ：                                                                     .        .      (    )
報 告
Ⅰ            年 月  日 発生  東日本大震災   ､ 本学 
北海道   派遣要請 応 岩手県宮古市 医療救護班 
派遣  ｡ 今回､ 本学保健医療学部看護学科  医療救護
班 一員   派遣  活動  機会 得      報
告  ｡
Ⅱ 医療救護班 活動概要
本学医療救護班 ､ 全  班 (    年 月  日～    年 月  日)  岩手県宮古市 活動  ｡ 震災前 宮古市 人口 約     人 ､ 地震 大津波   家屋倒壊数     
戸 (平成  年 月  日現在) )､ 最大時 避難所数    所､
避難者数     人 )    ｡
医療救護班 構成員 ､ 第 班 第 班 医師 名､ 看
護師 名､ 事務職員 名 計 名､ 第 班以降 医師 名､
看護師 名､ 事務職員 名､ 薬剤師 理学療法士 隔班  名 計 名    ｡
以下 報告    ､ 看護学科  派遣   第 班
(    ～   )  第 班 (   ～    )  活動内容 東日本
大震災発生   週間 経過  時期   ｡ 各班  出
発当日         顔合     ､ 被災地  帰    医療救護班       活動内容    報告 
受 概観 把握  ｡ 当時､ 公共交通機関 途絶     不足    被災地  移動手段 確保 困難 中､ 本
学  医療救護車 派遣先 向   ｡ 本学 出発   
日目 被災地入  ､ 被災地  活動期間  日間     (表 )｡
市内 医療事情 ､ 県立病院 災害拠点病院    役
割 担    ｡ 一方､ 被災        少   診
療 再開     ､ 医療機器 使用   検査等 行     ､ 本来 機能 十分 果    至       ｡   ､ 調剤薬局 再開 始    ｡      中､
宮古市 地域医療・保健支援    組 ､    支援活
動①医療 (     )：避難所 日中   夜間 巡回診
療､ ②       (    )､ ③保健 (    )：保
健師   避難所巡回   家庭訪問 行    ｡ 宮古
市地域医療・保健支援    全体把握 調整 保健所 
担    ､ 活動    各支援    毎日保健所 行            参加  活動概況報告 情報提
供・交換 行    ｡ 本学 医療救護班 ､   地域医
療・保健支援       医療支援        位
置付   ､ 避難所 巡回  医療救護活動 行  ｡ 活
動物資   診療録､ 衛生材料､ 医薬品､ 診療            ､ 各支援    持参  限   資源      ｡
Ⅲ 避難所    活動 実際 . 活動時 避難所 状況
担当  避難所 生活場所 ､ 神社､ 小学校 教室､          大広間    ｡ 避難    多  被
災者 ､ 津波        流  支援物資 使用  
生活    ｡ 生活環境 ､   避難所 男女同室 仕切    雑然     ､ 寝食住 布団一枚分        ､ 粉塵   影響   窓 開閉    換気         ､ 人 出入  多 ､ 避難所    生活
階 地下      階  階    ｡ 避難所  既存     使用     ､ 水洗    使用    場
合 備  仮設    設置    場所    ｡ 食事 自衛隊   炊 出  配給         食品    ｡  月  避難所 簡易風呂 設置    ､ 避難
所 浴場  巡回   運行 始  入浴     可能    ｡   時期 避難所 混乱期 過 ､ 避難所 縮
小  動           ｡ 避難所 就寝時間   
時  分 ､ 昼夜問  余震 続    状況    ｡ .        活動
医療救護班 構成     ､ 報告 相談          自  役割 担 ､ 担当    所 避難所 巡
回 ､ 被災者 健康状態 把握       ､ 復興 向  作業   症状､    避難生活 長期化 伴 日常
生活  影響 対  医療支援 行   (表 )｡ 第 班  各避難所 巡回時間 定時        ､ 医療救
護班 避難所到着 放送            ､ 被災
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表 . 行 程 表 日目 本学出発 → 函館 (泊) 日目 函館 → (    ) → 青森
青森 → 盛岡 (泊) 日目
(活動 日目)
～ 日目 盛岡 → 宮古 着前班  申 送  受 ､   所目 避難所 巡回 同行｡  所目 避難所  活動開始｡ 日目
(活動 日目) 次班 申 送 ､ 午前 巡回 一緒 行 ｡午後帰路  宮古 → 青森 (泊) 日目 青森 → (    ) → 苫小牧 → 本学着
者 巡回時間 周知  生活    受診 予定 組 入      ｡   ､ 保健所 行   宮古地域医療・保
健支援          参加  ､ 他     情報
交換 情報共有   活動 反映   ｡    ､ 被災者 健康状態 把握      ､ 一日 活動終了後 全  診療記録 目 通 ､ 再診 必要   被災者          ､            翌日 活動内容 
確認 行  ｡ . 看護師    活動
診療 補助 行     ､ 診療 途切  時  ､ 再
診 必要    思           被災者 部屋 訪問  観察 行  ｡   ､ 避難生活 長期化 伴 
日常生活  影響 把握     避難所 生活部屋 巡
回      掘 起   行  ｡ 日中､ 多  被災者 自宅 職場 片付  行方不明者 捜索   外出     ､ 避難所 過     一部 被災者 布団 横   生活範囲 狭小化      ､ 生活不活発   日
常生活 活動    低下 危惧   ｡ 床   起 上   立 上   困難 被災者  避難所 椅子 設置 提案   ､ 下肢筋力 関節可動域 低下 予測   
被災者  体 動  機会       働    ｡   ､ 脳卒中後遺症 被災者  運動機能維持    運動 行  ｡ 理学療法士        加入後 ､ 長期避
難生活   体力低下 予防     集団          一緒 行  ｡ 被災者 地震 津波   恐怖 
喪失体験 抱    生活      ､ 被災者  会話 中  身体症状 同時     健康     目 向  ､           支援 必要     見極  行  ｡
受診状況 (表 )       ､ 上気道炎､ 結膜炎   受診 多 時期    ｡ 他 避難所        
発症 報告       ､ 集団生活     ､ 換気 
悪 ､ 季節 影響   寒 ､ 栄養 偏    免疫力 
低下    ､        流行 可能性      ､
手洗 ､ 含嗽励行､     使用   感染予防 行  ｡  ､         疑    受診者 経過観察      ､ 状態 応  医師    隔離部屋 設置 避
難所 依頼 生活環境 整  ｡ 避難所 周辺      倒壊家屋 除去作業   粉塵 舞    ､ 花粉 飛
散     時期     ｡ 同室  数人 結膜炎 発
症       ､ 爪切  手指消毒 方法 伝      ､ 部屋               消毒 行 ､
集団感染 予防 努  ｡          医 高血圧
症 内服薬治療 受    被災者   血圧測定 希望 多     ｡    ､ 避難生活        疲労 蓄積､ 復興作業   高血圧症 顕在化  被災者 対   生活指導 行 継続  観察 行  ｡ . 地域医療・保健支援     連携
担当    所 避難所  保健    ､ 医療            必要   被災者                行    ｡     ､ 各避難所  互  巡回時間 入       被災者 健康状態 関  
情報交換 可能   効果的 活動     (写真 )｡
一方､ 同 避難所 担当    夜間 医療救護班 不定
期 巡回              情報交換  機会          ､ 避難所全体  効果的 支援     課題 残  ｡
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表 . 構成     主 役割
医師          ､ 診療､ 処方  
看護師
診療 補助､ 被災者 健康状態 把握 援助､ 生活環境 整備､ 服薬指導､       ､ 集団感染 
予防  
事務職員 大学  報告・連絡調整､ 被災地            情報収集､ 医療救護車 運転  
薬剤師 医薬品管理､ 医師  処方支援､ 処方監査､ 調剤､ 服薬指導､ 持参薬 確認 整理   )
理学療法士 生活不活発病 予防､ 運動機能 維持              ・生活指導  
表 . 受診状況    名 (再診含 )                                        
受診
人数
                             
主 
疾患
・
症状
上気道炎
咽頭痛
歯肉炎
上気道炎
結膜炎
腰痛
上気道炎
鼻出血
不眠
上気道炎
結膜炎
関節痛
不眠
上気道炎
結膜炎
性器出血
上気道炎
感冒
鼻炎
上気道炎
感冒
鼻炎
急性腸炎
上気道炎
感冒
喘息
鼻出血
便秘
皮膚炎
腰痛
上気道炎
喘息
不眠
腰痛
上気道炎
喘息
結膜炎
頭痛
腰痛
Ⅳ 活動 振 返   . 時間経過    変化     
被災地 状況 日々変化      ､ 活動時期 季節    必要   資源 医薬品､ 活動内容 変化    ｡ 活動  時期 震災発生   週間 経過 ､“救 ”
急性期     健康 生活 “支  ”慢性期    
変化    時期     ｡ 医療救護   受診者 診
療補助 ､ 再診 必要            被災者 
訪室         行  ｡   ､ 活動時 医療事情  ､ 高血圧症 糖尿病   慢性疾患 抱          医 開業     ､     ､      医   移動手段   ､ 自覚症状         理由 
服薬 中断     被災者 避難所 潜在    可能
性    ｡     ､ 受診者 待      ､ 避難所
生活     被災者 部屋 巡回   保健所 行           医療支援    掘 起   努     ､ 慢性疾患 症状悪化 予防   ､ 被災者 健康
維持 目 向  活動       考  ｡ . 被災地  支援 求      
今回､ 多  行政関係者 被災 指揮命令系統 混乱    状況    ､ 被災地 派遣   医療支援    求        ､ 巡回診療 関  物資     ､
支援者 食料 寝具   含            完
結  活動    ｡     ､ 被災地  物資調達 困
難 中､ 円滑 活動          ､ 変化  状況 応  過不足  必要物品 医薬品 管理       重要    ｡   ､ 一定期間 医療救護班     
交替    ､ 次班      活動 継続      
支援内容 整理      活用  引 継      
有効     (写真 )｡    ､ 薬剤師 理学療法士 
隔班 入    医療救護班     看護師   役割 担 活動 連続    ､ 看護活動     ､ 薬剤師 理学療法士 活動 継続     実践力 求    ｡
医療救護班        発揮       ､         自己 役割 責任 認識  行動   )   求      ｡ 今回､ 医療救護班 構成      
   異   部署 勤務     ､  互  専門性 
役割認識 補完 意識  活動         内 連
携       考  ｡   ､         他職種 協働  活動      ､          能力 
調整力 対人的技術 求     ､ 担当避難所 同     保健    協働      ､ 個々 被災者 対  ､  互  意図的 介入 可能          
考  ｡
被災地  平常時 異  環境  活動     ､ 自
分 目 客観的 現状 受 止  情報収集 行          行動  力､ 変化    状況     柔
軟 対応  応用力 必要   ｡ 同時 ､ 自己 感情             ､ 自己完結   生活力 必要    感  ｡  度 大震災 被災   皆様 関係者 方々 心   悔    見舞  申 上   ｡
貴重 経験        ､ 本活動 対  多大 支
援  協力        本学 職員 方々 感謝  
礼 申 上   ｡
引 用 文 献 ) 宮古市 避難所  情報提供：避難所 情報提供  .     ＜            ＞                                               ) 宮古市 震災 状況 体制.      ＜            ＞                                               ) 牧野新輝､ 藤居賢､ 國本雄介他：東日本大震災 活動
記録 現地  薬剤師 活動 現場 感  状況 変
化 求    対応. 調剤 情報  (  )：     ,     ) 南裕子・山本  子編：災害看護学習    実践編.
東京, 日本看護協会出版会,     ,    
安川揚子､ 中井夏子､ 田野英里香
―  ―
写真 . 保健     活動場面 写真 . 第 班  第 班  申 送 
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